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縄
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大

津

不

二

也

 
印
欧
比
較
言
語
学
者
は
、
原
始
印
欧
語
の
推
定
に
従
事
し
、
そ
の
古
代
の
姿

を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
資
料
が
或
る
時
期
に
は
非
常
に
豊
か

で
あ
り
、
他
の
時
期
に
は
全
く
な
く
、
或
は
一
つ
の
地
域
で
は
全
く
な
い
と
言

う
よ
う
な
内
部
事
情
に
規
定
さ
れ
て
、
そ
の
言
語
活
動
は
最
も
抽
象
的
に
し
か

明
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

 
言
語
の
実
体
へ
、
よ
り
近
付
こ
う
と
努
め
る
限
り
、
相
互
比
較
の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
言
語
資
料
が
各
々
水
準
を
同
じ
く
し
、
そ
れ
を
用
い
る
人
・
時
・
所

の
明
か
な
、
言
い
換
え
る
と
諸
条
件
の
大
体
整
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
印
欧
比
較
言
語
学
の
結
果
に
対
す
る
反
省
の
上
に
ロ
マ
ン
語
比
較
言
語
学

は
、
そ
の
研
究
領
域
を
狭
ば
め
、
こ
れ
を
構
成
す
る
諸
語
各
々
の
う
ち
の
、
特

に
地
方
言
語
事
実
の
研
究
に
移
っ
た
。
こ
れ
は
、
言
語
の
実
体
へ
近
付
く
諸
条

件
を
相
当
に
充
た
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
方
言
語
事
実

の
研
究
は
、
方
言
研
究
の
名
の
も
と
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
証
的
研
究
を

目
指
す
、
フ
ラ
ン
ス
学
派
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
リ
エ
ロ
ン
は
、
．
現
在
の
方
言
活
動
を

一
回
分
ず
つ
解
決
し
、
や
が
て
言
語
の
実
体
を
明
か
に
し
て
行
く
研
究
（
言
語

地
理
学
と
称
せ
ら
れ
た
。
）
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
地
方
言
語
事
実

を
、
言
語
の
史
的
発
展
の
一
断
面
と
解
し
、
事
実
の
告
げ
る
所
に
従
っ
て
、
こ

の
断
面
の
様
相
に
適
当
な
解
釈
を
加
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

 
彼
は
、
語
・
語
法
・
形
式
の
各
々
を
、
そ
の
研
究
の
主
題
と
し
て
図
示
す
る

に
当
っ
て
相
当
広
い
地
域
を
調
査
範
囲
と
し
、
選
ば
れ
た
地
点
で
選
ば
れ
た
語

を
調
査
し
、
 
「
フ
ラ
ン
ス
言
語
図
巻
」
を
作
っ
た
。

 
そ
し
て
、
語
彙
の
語
形
或
は
音
韻
の
地
理
的
分
布
か
ら
結
論
を
引
き
出
す
に

当
っ
て
、
一
般
の
地
質
学
が
地
球
の
過
去
の
諸
時
代
の
歴
史
を
、
岩
石
と
岩
石

申
に
含
ま
れ
る
化
石
の
研
究
に
よ
っ
て
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
、
言
語

の
過
去
の
諸
時
代
の
歴
史
を
現
在
の
語
の
分
布
状
態
の
観
察
に
よ
っ
て
明
か
に

し
何
故
現
在
の
こ
の
不
統
一
な
状
態
に
到
達
し
た
か
を
明
か
に
し
よ
う
と
し

た
。 

そ
し
て
、
こ
の
分
布
状
態
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
に
当
っ
て
、
次
の
原
則
を

挙
げ
て
い
る
。

一
、
同
一
の
事
物
（
或
は
概
念
）
に
対
す
る
若
干
の
称
呼
を
比
較
し
て
、
搾
る

 
称
呼
が
他
の
も
の
に
対
し
て
孤
立
し
た
分
布
を
示
す
場
合
に
は
、
孤
立
し
た

 
分
布
状
態
に
あ
る
称
呼
の
方
が
他
の
も
の
に
対
し
て
時
代
が
、
い
っ
そ
う
先

 
立
つ
も
の
で
あ
る
。

二
、
 
（
一
）
の
場
合
は
具
体
的
に
は
応
々
中
央
内
側
面
と
外
側
面
の
関
係
で
示

 
さ
れ
て
、
外
側
面
を
な
す
称
呼
は
内
側
中
央
面
を
な
す
称
呼
に
比
し
て
時
代

 
が
、
い
っ
そ
う
先
立
つ
も
の
で
あ
る
。
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三
、
 
（
二
）
の
場
合
に
お
い
て
、
逆
に
分
布
状
態
か
ら
み
て
外
側
面
を
な
す
称

 
呼
よ
り
内
側
を
な
す
称
呼
の
方
が
時
代
が
い
っ
そ
う
先
立
つ
も
の
も
あ
る
。

 
四
、
 
一
つ
の
広
大
な
面
の
内
小
さ
く
ぼ
つ
り
と
現
わ
れ
て
い
る
面
を
な
す

称
呼
は
こ
れ
を
取
り
囲
む
面
を
な
す
称
呼
よ
り
時
代
が
い
っ
そ
う
先
立
つ
か
或

は
反
対
に
そ
こ
に
新
に
偶
発
し
て
来
た
も
の
か
で
あ
る
。
ジ
リ
ェ
ロ
ン
は
、

（
二
）
の
形
を
重
要
視
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
根
幹
と
し
て
理
論
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
 
「
木
材
を
挽
く
」
を
意
味
す
る
語
の
分
布
に
つ
い

て
具
体
的
に
説
い
て
い
る
。
詳
説
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
史
的
言
語
学
に

お
い
て
文
献
資
料
が
整
っ
た
条
件
の
下
に
置
か
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
言
語
の

地
方
言
語
事
実
の
分
布
を
時
代
的
に
解
釈
す
る
言
語
地
理
学
の
方
法
は
、
史
的

言
語
学
を
更
に
展
開
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

 
「
フ
ラ
ン
ス
言
語
図
巻
」
の
よ
う
な
整
っ
た
条
件
下
に
は
な
い
が
、
文
献

資
料
に
恵
ま
れ
な
い
沖
縄
語
の
史
的
研
究
に
当
っ
て
、
文
献
資
料
の
外
に
、
比

較
的
に
豊
か
な
地
方
言
語
事
実
の
分
布
に
対
し
て
言
語
地
理
学
的
解
釈
を
施

し
、
幽
「
語
の
活
用
」
の
史
的
研
究
を
試
み
た
い
。

1
、
引
用
に
つ
い
て

 
本
論
に
お
い
て
は
、
次
の
書
に
よ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う

・
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
…
第
一
は
西
暦
5
3
年
、
第
二
は
6
1
年
、
第
三
-
第
二
十

 
 
 
つ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
は
6
2
年
の
結
集
、
十
二
世
紀
中
葉
-
十
七
世
紀
中
葉
の
五
百
年
間
の
「
お

 
 
 
ユ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
ろ
（
神
歌
）
」
5
5
首
を
収
録
（
重
複
が
あ
る
の
で
約
1
5
首
）
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ユ

・
「
語
音
早
馬
」
ー
チ
ョ
ウ
セ
ン
人
証
叔
舟
著
「
海
東
諸
国
記
」
の
付
録
。

50

N
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
シ
ナ
語
の
語
句
や
文
を
掲
げ
、
そ
の
下
に
、
こ

 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ん
も
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
る

れ
に
相
当
す
る
琉
球
語
を
諺
文
（
チ
ョ
ウ
セ
ン
の
表
音
文
字
）
で
記
し
て
あ

る
。
本
論
で
は
、
印
刷
の
関
係
上
、
筆
者
が
仮
名
に
書
き
換
え
て
、
引
用

し
た
。
平
仮
名
は
、
日
本
語
と
同
じ
音
節
を
表
わ
し
、
一
片
仮
名
は
、
音
節
の

母
音
が
日
本
語
の
母
音
と
異
な
る
母
音
を
含
む
音
節
を
表
わ
す
も
の
と
し

た
。2

、
音
韻
組
織
に
つ
い
て

 
古
く
は
、
a
i
U
e
O
の
五
母
音
。
現
在
は
a
i
u
の
三
母
音
（
し
か

し
、
e
も
少
数
の
語
に
は
用
い
ら
れ
、
o
も
鼻
音
の
前
に
現
わ
れ
る
。
）
。

外
に
、
・
e
（
〈
．
a
）
、
・
0
（
〈
㎝
）
。
小
幡
重
一
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
e
は
一

に
近
く
、
u
は
「
う
」
と
「
お
」
と
の
中
間
音
。
 
（
伊
波
普
猷
著
、
 
「
南
島

 
 
 
 
 
 

方
言
史
故
」
R
参
照
）
。

e
↓
i
（
奄
美
大
島
本
島
を
中
心
と
す
る
沖
縄
語
圏
の
多
く
で
は
・
・
-
と
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
。
）
の
結
果
、
在
来
の
一
の
前
の
子
音
は
口
蓋
化
す
る
。
〔
殖
着
物
一
殖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毛
の
よ
う
に
〕
。
先
島
（
宮
古
・
八
重
山
）
で
は
、
口
蓋
化
は
現
わ
れ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
n
 
 
 
 
 
U

い
。
又
、
o
↓
u
と
な
り
、
口
蓋
化
す
る
。
〔
㎞
行
く
1
吊
目
〕
。
先
島
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
■
c
 
 
 
m

は
口
蓋
化
し
な
い
で
、
U
↓
“
W
↓
i
と
な
る
。
「
は
」
行
音
の
子
音
は
、
先

 
 
 
ヘ
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

島
で
は
P
と
な
り
、
そ
の
他
で
は
F
。
W
・
y
に
対
し
て
、
先
島
で
は
b
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語
間
の
m
は
、
W
と
な
る
が
、
宮
古
で
は
五
、
八
重
山
で
は
凱
。
皿
は
、
宮

古
で
は
・
。
訊
、
八
重
山
で
は
面
。
そ
の
他
は
省
略
。

3
、
名
称
に
つ
い
て

 
本
論
で
は
、
古
代
沖
縄
語
に
琉
球
語
、
現
代
沖
縄
語
（
琉
球
王
国
時
代
の

王
孫
の
所
在
地
首
里
の
言
語
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
）
に
沖
縄
語
の
名
称

を
与
え
た
。
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本
 
 
論

e
 
沖
縄
語
の
動
詞
の
活
用
を
み
よ
う
。

 
 
 
未
然
形
 
 
 
 
 
連
用
形
 
 
 
 
 
終
止
形
 
 
 
 
 
連
体
形
 
 
 
 
 
仮
定
形
 
 
 
 
 
命
令
形

1
、
 
ツ
ら
 
 
 
 
 
ツ
イ
 
 
 
 
 
ツ
ゆ
ん
（
取
る
）
ツ
ゆ
る
 
 
 
 
ヅ
リ
 
 
 
 
 
ツ
リ

2
、
 
か
か
 
 
 
 
 
 
か
ち
 
 
 
 
・
か
ち
ρ
ん
（
書
く
）
・
か
ち
ゆ
る
 
 
 
 
か
き
 
 
 
 
 
 
か
き

鯖
」
一
 
 
～
-
・
 
-
・
＋
亭
m
）
盈
＋
皿
 
～
÷
・
）
 
～
・
（
三

 
 
（
注
）
 
平
仮
名
は
、
日
本
語
と
同
じ
音
節
を
表
わ
し
、
片
仮
名
は
日
本
語
と
異
な
る
母
音
を
持
つ
音
節
を
表
わ
す
。

3
、
あ
ら
 
 
あ
イ
（
あ
り
）
｛
励
ゆ
釜
諦
＝
励
ゆ
騒
（
文
語
）
あ
り
 
 
あ
り

翻
-
a
 
～
-
 
｛
鋸
蟻
卜
m
）
蕊
＋
皿
 
～
-
（
↑
e
）
-
-
（
↑
e
）
 
．
●

 
 
活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
a
i
u
n
の
四
つ
に
変
化
す
る
。

 
 
こ
の
活
用
形
式
を
、
沖
縄
語
四
段
活
用
と
仮
称
す
る
。

4
、
 
さ
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
ん
（
す
る
）
 
 
し
ゅ
る
 
 
 
 
 
シ
 
 
 
 
 
 
 
シ

翻
一
 
 
！
 
 
孟
＋
秦
m
）
孟
轟
 
～
・
（
↑
e
）
 
 
～
i
（
↑
e
）

 
 
活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
a
i
u
n
の
四
つ
に
変
化
し
、
沖
縄
語
四
段
活
用
を
な
す
。

廊
-
 
ち
 
ぢ
ゅ
ん
（
来
る
～
ち
ゆ
る
 
ち
8
 
引

鮪
-
条
・
）
～
-
 
 
孟
＋
・
（
↑
m
）
～
u
＋
川
 
 
～
u
＋
・
ロ
（
↑
r
e
）
二
一
．
）

灸三
}
の
音
か
け
に
踏
み
る
嗜
鴇
に
難
舗
．
命
△
．
繧
い
て
泣
縄
纏
活
用
ゆ
ら
認
り
残
謂
れ
《
い
嘱

翻
～
a
 
-
-
」
～
u
＋
n
 
～
u
＋
m
、
．
-
-
（
↑
e
）
-
-
（
↑
e
）
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縄
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'

7
、
｛
麓
（
↑
み
ら
）
桑
 
 
み
ゆ
ん
（
見
る
）
み
ゆ
る
 
み
り
 
 
ん
ヂ
（
総
ろ
）

 
 
 
 
 
 
 

鮪
一
 
 
一
 
 
孟
＋
・
 
孟
轟
 
美
一
〉
-
-

 
6
・
7
共
に
、
活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
a
i
u
n
の
四
つ
に
変
化
し
、
沖
縄
語
四
段
活
用
を
な
す
。
一
段
活
用
に
属
す
る
語
に
当
る
語

の
活
用
が
直
接
に
沖
縄
語
四
段
活
用
を
取
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
「
ら
」
行
四
段
活
用
の
よ
う
な
段
階
を
経
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

 
〔
こ
こ
に
、
後
述
の
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
用
例
、
琉
球
と
関
係
の
深
か
っ
た
九
州
方
言
に
お
け
る
「
蹴
る
」
 
「
見
る
」
な
ど
の
「
ら
」
行
四
段
活
用
化
な
ど

が
、
想
起
さ
れ
る
。
〕

沖
縄
本
島
の
南
、
八
重
山
群
島
と
の
間
に
あ
る
宮
古
群
島
の
宮
古
本
土
方
言
に
お
け
る
語
の
活
用
を
み
よ
う
。

一
、
 
あ
シ
ぱ

語活
尾用

二
、

活
用

語
尾

～
a

シ
な

～
a

（
注
）

あ
シ
ぴ

～
●
-

シ
に

～
・
-

｛あ

V
ピ
（
遊
ぶ
あ
シ
ピ
む
）

～
i
（
↑
u
）

｛～
、
1
（
↑
u
）
十
m

あ
シ
ピ

～
“
-

シ
に
り
（
死
ぬ
）
 
シ
に
り

～
i
十
D

～
i
十
n

豆
は
、
沖
縄
語
の
m
、
i
l
W
の
対
応
で
あ
る
。

e
↓
i
は
、
沖
縄
語
圏
に
お
け
る
音
声
変
化
で
あ
る
の
で
、

以
上
の
場
合
、
活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、

 
沖
縄
語
「
あ
ん
」
に
対
し
て
は
、

三
、
 
う
ら
 
 
 
 
 
う
り

翻
-
・

～
・
-

あ
シ
ぴ

～
i
（
↑
e
）

シ
に
り

あ
シ
ぴ

～
i
（
↑
e
）

シ
に
る

～
i
＋
．
n
（
↑
r
e
）
 
～
i
（
↑
e
）

．
皿
は
讐
i
は
e
を
前
段
階
と
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
i
i
或
は
m
の
三
つ
に
変
化
す
る
。

「
居
る
」
を
意
味
す
る
語
「
う
り
」
を
用
い
る
。

｛”ｬ
回
る
）

｛
奴
n
＋
皿

，
つ
h
ワ

～
”
-

》
つ
h
ソ

～
i
（
↑
e
）

武
ノ
り

～
i
（
↑
e
）
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活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
a
i
i
或
は
職
の
三
つ
に
変
化
す
る
。

従
っ
て
、
日
本
語
の
四
段
活
用
に
属
す
る
語
に
当
る
語
の
活
用
は
、
宮
古
本
土
語
三
段
活
用
を
な
す
。

こ
れ
は
、
沖
縄
語
四
段
活
用
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
｛
け
口
 
 
し
 
 
｛
降
る
）
 
 
￥
 
 
シ
シ
 
 
 
し
老

翻
奮
 
 
一
 
 
｛
∂
n
＋
m
 
 
一
 
 
～
÷
・
）
 
 
～
÷
・
）

 
 
（
注
）
 
命
令
形
の
語
尾
「
る
」
は
助
詞
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
 
「
る
」
を
除
い
て
考
え
る
。

 
活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
i
i
或
は
m
の
二
つ
に
変
化
し
、
未
然
形
に
お
い
て
特
殊
な
形
を
残
し
て
い
る
。

五
、
く
 
 
く
し
 
 
｛
諮
唆
る
）
 
キ
シ
 
 
キ
し
 
 
 
く

翻
-
・
，
一
面
 
｛
8
H
蕪
＋
m
 
一
丁
 
一
画
 
，
一

 
以
上
の
よ
う
に
、
活
用
語
尾
は
複
雑
な
形
を
持
つ
が
、
活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
i
U
・
・
-
或
は
m
の
三
つ
に
変
化
す
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
未
然
形
・
命
令
形
に
特
殊
な
形
を
残
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
要
す
る
に
、
 
「
さ
」
行
変
格
活
用
や
「
か
」
行
変
格
活
用
に
属
す
る
語
に
当
る
語
の
活
用
は
、
宮
古
本
土
語
三
段
活
用
に
は
程
遠
く
、
 
「
さ
」
行
変
格
活
用
や

「
か
」
行
変
格
活
用
に
近
い
も
の
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
。

六
、
 
み
一
 
 
 
 
 
み
一
 
 
 
 
 
み
一
り
（
見
る
）
 
 
 
み
一
り
 
 
 
 
み
一
り
 
 
 
 
 
 
 
み
一
る

鮪
～
-
 
 
一
 
 
一
吉
 
 
一
志
 
．
-
‡
亭
胆
）
 
一

 
 
（
注
）
 
命
令
形
の
語
尾
「
る
」
は
、
助
詞
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
除
い
て
考
え
る
。

七
、
シ
チ
 
 
シ
チ
 
 
｛
謬
的
峨
て
る
）
 
シ
チ
り
 
 
シ
チ
り
 
 
 
シ
チ
る

翻
柔
三
・
美
蓋
-
育
U
麗
…
酷
＋
m
～
÷
・
）
吉
美
-
・
）
＋
亭
㊧
）
～
÷
・
）

 
 
（
注
）
 
命
令
形
の
語
尾
「
る
」
は
、
助
詞
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
除
い
て
考
え
る
。

．
以
上
の
よ
う
に
、
活
用
語
尾
の
最
後
の
音
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
六
・
七
の
活
用
は
i
i
或
は
m
の
二
つ
に
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

沖
縄
語
に
お
サ
る
「
語
の
活
用
」

（ 153 ）



 
以
上
の
よ
う
に
、
宮
古
本
土
方
言
に
お
い
て
は
、
噌
つ
の
活
用
に
統
制
せ
ら

れ
ず
、
終
止
形
・
連
体
形
に
お
い
て
特
殊
な
活
用
語
尾
を
持
つ
が
、
日
本
語
の

口
語
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
（
日
本
語
で
は
、
五
種
で
あ
る
が
、
沖
縄
語
圏
で

は
e
↓
i
の
た
め
、
上
一
段
と
下
一
段
と
が
同
じ
く
な
り
、
'
四
種
で
あ
る
）
を

反
映
し
て
い
る
。
し
か
も
、
宮
古
の
終
止
形
の
活
用
語
尾
「
む
」
は
、
沖
縄
語

の
終
止
形
の
活
用
語
尾
「
ん
」
の
前
段
階
を
残
し
て
い
る
。
 
こ
の
よ
う
な
姿

が
、
沖
縄
本
島
か
ら
離
れ
た
外
側
面
に
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

十
六
世
紀
初
め
頃
の
琉
球
口
語
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
語
音
翻
課
」
に

よ
る
と
、

1
、
御
親
父
有
り
や
。
一
う
ら
あ
し
ゃ
あ
り
一
。

2
、
酒
有
り
。
1
さ
キ
あ
り
。

 
 
「
あ
り
一
」
は
、
疑
問
形
「
あ
り
ゃ
」
の
転
二
形
で
、
終
止
形
は
「
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
 
り
」
 
（
伊
波
普
猷
著
、
 
「
南
島
方
言
史
致
」
5
～
6
0
参
照
）
。
 
「
さ
キ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P

 
 
は
、
e
-
i
の
動
揺
を
感
ぜ
し
め
る
。

3
、
一
杯
上
げ
よ
う
。
i
さ
キ
わ
か
シ
。
 
「
わ
か
シ
」
↑
「
わ
か
せ
」
。
e
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
 
i
或
は
e
↓
i
を
感
ぜ
し
め
る
。

 
 
 
 
そ
そ

4
、
酒
を
注
い
で
来
い
。
1
さ
キ
わ
か
チ
く
：
。
 
「
く
一
」
は
、
日
本
語
の
命

 
 
令
形
「
こ
よ
」
の
0
↓
U
に
伴
な
う
転
誰
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 
＊

⇔
 
日
本
語
の
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
属
す
る
語
に
当
る
語
の
活
用
を
み
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
否
定
形
 
 
 
 
 
連
用
形
 
 
 
 
 
 
 
終
止
形

酸
縮
し
だ
く
 
し
だ
し
ゃ
（
下
略
形
）
 
し
だ
し
ゃ
り
（
涼
し
い
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
だ
シ
ッ
ア
リ

宮
古
本
土
 
 
シ
だ
ー
シ
フ
 
 
 
シ
だ
ー
シ
（
下
略
形
）
 
 
 
シ
だ
シ
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
だ
ー
シ
む
ぬ

八
重
山
 
i
 
 
 
 
シ
だ
っ
さ
一
り
 
 
 
シ
だ
っ
さ
一
ん

  

@ 

@
（
糎
陽

朧
本
鵬
シ
だ
し
ゃ
ら
 
シ
だ
し
ゃ
り
 
 
シ
だ
し
ゃ
ん

 
（
注
）
 
こ
の
表
は
、
国
文
学
研
究
第
四
号
「
国
語
と
沖
縄
語
と
の
関
係
」
十

 
 
 
 
九
頁
に
掲
げ
た
が
、
小
生
の
校
訂
の
手
落
か
ら
脱
字
が
あ
り
ま
し
た

連
体
形

し
だ
し
ゃ
ん

シ
だ
シ
（
下
略
形
）

シ
だ
っ
さ
一
る

シ
だ
し
ゃ
る

仮
定
形

し
だ
し
ゃ
り

シ
だ
シ
か
り

シ
だ
っ
さ
一
り

シ
だ
し
ゃ
り

の
で
、
訂
正
さ
せ
て
戴
き
た
く
、
用
例
と
し
て
再
び
掲
げ
ま
し
た
。

「
り
」
は
、
．
皿
を
表
記
し
た
も
の
。
 
「
シ
」
は
師
を
表
記
し
た
も
の
。

八
重

（ 154 ）



 
 
山
の
「
り
」
は
、
沖
縄
の
．
皿
に
対
応
す
る
。

 
詳
述
は
は
ぶ
く
が
、
沖
縄
本
島
・
八
重
山
で
は
、
「
～
さ
」
「
～
し
ゃ
」
を

語
幹
と
し
て
、
沖
縄
語
四
段
活
用
・
八
重
山
語
四
段
活
用
を
な
す
。

 
沖
縄
語
圏
で
も
、
奄
美
大
島
本
島
・
徳
之
島
で
ば
否
定
形
～
㎞
、
連
用
形

下
略
形
即
ち
語
幹
、
終
止
形
～
．
n
、
連
体
形
～
亘
、
仮
定
形
．
．
皿
（
↑
肥
）
と
な

っ
て
い
る
が
、
未
然
形
を
除
い
て
奄
美
大
島
本
島
語
四
段
活
用
に
統
制
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
宮
古
群
島
で
は
本
土
方
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
否

定
形
「
～
フ
b
」
の
形
は
、
奄
美
大
島
本
島
の
「
～
く
」
と
関
係
が
あ
り
、
そ

の
転
託
形
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
他
は
語
幹
に
助
詞
・
名
詞
・
動
詞
が
付
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
活
用
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
姿
が
、
沖
縄
語
圏
の
外
側

面
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。

 
形
容
動
詞
に
属
す
る
語
に
当
る
語
の
活
用
も
、
形
容
詞
の
場
合
と
同
じ
で

あ
る
。
活
用
表
は
省
略
す
る
と
し
て
、
終
止
形
を
挙
げ
る
。
 
「
哀
れ
だ
」
を

意
味
す
る
語
は
、

沖
縄
｛
器
鑓
錦
ん
八
重
山
キ
む
い
た
ぐ
り

宮
古
っ
書
危
難
美
大
島
本
量
ム
ち
ゃ
げ
え
鰹
趣

前
掲
の
「
語
音
翻
繹
」
か
ら
、
語
を
拾
う
と
、

酒
が
過
ぎ
る
。
1
う
フ
し
。
顔
が
赤
い
。
1
つ
ら
ぬ
あ
ケ
さ
。

顔
が
白
い
。
一
つ
ら
ぬ
し
る
さ
。
酒
無
了
。
一
さ
キ
ネ
。

そ
の
外
、
 
「
こ
の
人
は
心
が
好
い
。
」
の
「
好
い
」
が
「
ゆ
た
し
ゃ
」
、

沖
縄
藷
に
お
け
る
「
語
の
活
用
」

「
こ
の
人
は
心
が
悪
い
。
」
の
「
悪
い
」
が
「
わ
る
さ
」
、
緩
和
1
ぬ
く
ざ
、

適
評
（
暑
）
1
あ
ク
さ
、
涼
快
1
す
だ
さ
、
甜
（
甘
さ
）
1
あ
み
さ
、
 
酸
一

す
い
し
ゃ
、
専
一
あ
ふ
あ
し
ゃ
、
猷
1
し
ぶ
か
ら
さ
、
錬
一
か
ら
さ
、
等
の

申
に
、
「
苦
1
に
が
し
」
が
、
み
え
る
。
又
、
小
路
1
く
一
み
ち
、
清
酒
1

ゆ
か
さ
キ
、
等
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
注
）
 
資
料
は
、
伊
波
普
猷
著
、
「
南
島
方
言
史
放
」
β
一
2
5
に
よ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P
 
 
-

 
 
 
 
印
刷
の
関
係
上
筆
者
が
仮
名
に
書
き
改
め
た
。

 
以
上
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
琉
球
王
国
で
は
、
連
用
形
は
「
～
く
」

終
止
形
は
「
～
し
」
の
形
が
用
い
ら
れ
た
が
、
終
止
の
場
合
で
も
、
「
～
さ
」
・

「
～
し
ゃ
」
の
形
が
又
語
幹
が
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
〔
語
幹

の
用
例
は
、
後
述
の
「
お
も
ろ
」
の
中
に
み
ら
れ
る
。
〕
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か
の
ぼ

 
伊
波
普
猷
氏
に
よ
る
と
、
 
「
ネ
」
は
「
な
い
」
、
更
に
遡
る
と
、
 
「
な
し
」

を
予
測
せ
し
め
る
、
現
在
、
こ
れ
に
当
る
語
は
、
「
ね
！
ん
」
又
は
「
ね
一
ら

ん
」
と
言
う
、
 
「
ね
一
ん
」
の
古
形
は
「
な
い
ぬ
」
で
、
短
歌
な
ど
で
は
、

「
な
い
ぬ
」
又
は
「
な
い
ら
ぬ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
「
ん
（
↑
む
）
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
一
般
の
終
止
形
の
語
尾
「
ん
」
を
付
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

「
ん
」
は
、
「
あ
ら
ん
（
有
ら
ず
）
」
の
類
推
で
、
打
消
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の

転
誰
形
「
ん
」
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
、
「
ね
；
ら
ん
」
は
、
後
に
発
達
し
た

形
で
、
や
は
り
「
あ
ら
ん
（
有
ら
ず
）
」
の
類
推
で
「
ら
ん
」
を
付
け
た
も
の

で
、
こ
れ
ら
は
二
重
打
消
の
形
で
、
論
理
と
語
法
ど
が
一
致
し
な
い
が
、
現
実

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
〔
「
南
島
方
言
史
致
」
5
～
5
7
参
照
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P

 
し
か
し
、
後
に
出
来
た
「
ね
一
ら
」
は
、
非
存
在
を
表
わ
す
語
「
ね
一
ん
」

（ 155 ）



の
未
然
形
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

 
「
ゆ
か
さ
キ
」
の
「
ゆ
か
」
は
、
そ
の
前
段
階
に
「
よ
か
」
を
予
測
せ
し

め
、
「
よ
か
」
は
「
な
か
」
と
共
に
九
州
方
言
と
し
て
、
殊
に
南
部
に
お
い
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
イ
 
青
年
 
 
 
 

ヨ
イ
 
衣
裳
↓
晴
レ
着

濾
現
在
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
。
桝
え
ぱ
、
「
訓
に
せ
」
、
「
訓
い
し
ょ
」
、

 
人
物
が
ヨ
イ
。
 
 
 
 
 
 
ソ
ン
 
 
ナ
 
ヨ
イ
 
仕
事
 
 
ハ
 
 
 
ナ
イ
ヨ
。

「
ひ
と
が
よ
か
。
」
、
「
そ
げ
ん
な
よ
か
し
ご
ち
ゃ
 
な
か
ど
。
」
な
ど
の
よ

う
に
、
連
体
形
に
も
、
終
止
形
に
も
用
い
ら
れ
る
。
 
 
 
 
 
 
・

 
従
っ
て
、
琉
球
王
国
に
お
け
る
「
ゆ
か
」
は
、
九
州
方
言
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
、
後
に
。
↓
u
の
音
声
変
化
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
か
ら
、
動
詞
を
拾
う
と
、

 
 
心
 
 
 

強
ク
．
 
ホ
ン
ト
ニ
 
ア
レ
。

1
、
あ
よ
、
ち
よ
く
、
げ
に
、
あ
れ
〔
第
判
（
三
三
）
〕

 
 
 
申
城
 
 
 
ニ
 
 
 
ァ
ル
 
 
 
 
 
（
浦
↓
）
島
中
二
、
警
ク
 
 
 
鼓
 
ヲ
 
打
ツ
 
テ

2
、
中
ぐ
す
く
、
あ
っ
る
 
 
う
ら
と
よ
む
、
つ
ゴ
み
、
う
ち
へ
、

 
 
マ
ス
マ
ス
嶋
㎎
ラ
セ
。

 
 
な
り
あ
が
ら
せ
〔
第
二
（
＝
）
〕

 
 
越
来
（
地
名
）
 
（
世
ノ
主
↓
）
領
主
↓
妃
ガ
 
 
 
 
 
思
イ
 
 
子
 
ヲ
 
 
産
マ
セ
給
ウ
タ
。

3
、
ご
ゑ
く
、
世
の
ぬ
し
の
 
 
ま
た
ち
よ
も
い
、
な
し
よ
わ
ち
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
デ
）

 
 
・
レ
ハ
 
果
報
・
オ
日
様
ダ
。
 
越
来
ノ
ア
ル
ダ
・
ウ
限
り
（
注
）
イ
マ
セ
。

 
 
こ
れ
ど
、
か
ほ
う
て
だ
 
 
ご
ゑ
く
、
あ
ら
ぎ
や
め
、
 
ち
よ
わ
れ
〔
第

 
 
二
（
三
八
）
〕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
（
注
）
 
尊
敬
の
動
詞
の
命
令
形
で
あ
る
。
 
「
な
し
よ
わ
ち
へ
」
の
「
よ
わ
」

 
 
 
 
は
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
連
用
形
の
下
略
形
。

 
 
貴
 
イ
 
 
 
（
大
君
↓
）
王
ガ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浮
ヵ
ベ
 
 
テ
 
 
 
 
（
大
空

4
、
き
こ
ゑ
、
大
ぎ
み
が
、
 
 
し
ま
う
ち
と
み
、
お
し
う
け
て
 
 
か
ぐ
ら

 
ノ
 
 
タ
ヨ
リ
↓
）
天
カ
ラ
降
り
テ
来
タ
ト
思
ワ
レ
ル
 
 
ヨ
ウ
ニ
 
ア
ル
。
 
・

 
 
の
、
て
 
よ
 
り
、
 
と
．
み
 
る
、
か
に
あ
る
〔
第
十
三
（
百
一
八
）
〕

 
 
 
 
 
 
 
（
誇
ル
↓
）
喜
ブ
 
 
ト
テ
 
ホ
ン
ト
ニ
 
 
ア
ル
。
 
 
 
喜
ブ
 
 
 
ト
テ

5
、
…
…
…
…
…
ほ
こ
る
、
て
～
、
げ
に
、
あ
り
 
 
そ
こ
る
、
て
～
、

 
 
漆
ン
ト
ニ
 
 
ア
ル
。

 
 
げ
に
、
創
〔
第
一
（
四
〇
）
〕

 
 
ヂ
ヤ
ナ
モ
イ
（
王
名
）
ガ
謝
名
 

上
原
二
登
ツ
テ
蹴
上
ゲ
タ
 
露
ハ
、

6
、
ぢ
や
な
も
い
が
、
ぢ
や
な
、
う
へ
ば
る
、
刎
劇
て
桝
や
げ
た
る
、
つ
よ
は

 
 
露
 
デ
 
サ
エ
 
 
 
カ
ン
バ
シ
サ
ガ
 
ァ
ル
。

 
 
つ
よ
か
ら
ど
、
か
ば
し
や
、
あ
る
〔
第
十
四
（
｝
）
〕

 
 
首
里
タ
チ
・
モ
イ
ハ
．
若
イ
 
忌
日
様
ヅ
。
、
君
々
二
（
注
）
セ
ヨ
。

7
、
首
里
、
た
ち
よ
も
い
や
 
 
わ
か
、
て
だ
 
そ
 
 
き
み
く
に
 
せ
れ

 
 
〔
第
五
（
一
七
）
〕

 
（
注
）
 
h
す
る
」
を
意
味
す
る
語
「
し
ゅ
ん
」
 
「
し
ゅ
ゆ
ん
（
文
語
形
）
」

 
 
の
命
令
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
佐
敷
 
 
 
苗
代
（
地
名
）
二
 
 
 
軍
勢
ガ
ア
ル
ダ
ロ
ウ
ナ
ラ
バ
 
 
 
 
今

8
、
さ
し
き
、
な
わ
し
ろ
に
 
 
 
せ
あ
ら
は
 
 
 
け
お
、

 
 
隊
ヲ
整
エ
ル
コ
ト
ヲ
シ
ヨ
ウ
 
ニ

 
 
 
 
 
 
（
注
）
一

 
 
く
な
べ
、
 
せ
ら
に
〔
第
十
九
（
一
七
）
）

 
（
注
）
 
「
す
る
し
を
意
味
す
る
語
の
未
然
形
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
）
1

9
、
と
し
の
、
は
ち
ま
り
に
 
 
ゆ
は
い
事
、
 
す
れ
ば
…
…
…
〔
第
五
（
四

 
 
二
）
〕
 
 
，

 
（
注
）
 
「
す
る
」
を
山
斗
す
る
語
の
巳
然
形
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
大
主
↓
）
王
ガ
 
 
 
天
モ
ト
ド
ロ
キ
ヲ
ス
ル
ヨ
ウ
ニ
 
 
 
 
ア
レ
 
神
聖
サ
ガ
マ
サ
ツ
テ

ー
。
、
大
ぬ
し
ぎ
や
、
 
天
と
ゴ
う
す
る
や
に
 
ゑ
け
、
せ
ぢ
ま
さ
て
、

 
 
イ
マ
セ
。

 
 
ち
よ
わ
れ
〔
第
十
（
一
）
〕

 
 
申
 
城
 
 
 
 
ヨ
シ
ノ
 
浦
 
 
 
 

ヨ
シ
ノ
 
 
浦
 
 
ノ
 
 
メ
ズ
ラ
シ
サ
 
ヨ
。
 
 
 
今
日

1
1
、
中
ぐ
す
く
、
よ
し
の
う
ら
 
 
よ
し
の
う
ら
の
、
め
づ
ら
し
や
 
 
け
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
見
ヨ
ウ

 
 
カ
ラ
 
 
 
シ
バ
シ
バ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
 
か
ら
・
し
ば
一
隆
訂
に
〔
第
二
三
〇
）
〕

 
（
注
）
 
「
見
る
」
を
意
味
す
る
語
「
み
ゆ
ん
」
↓
「
ぬ
一
ん
」
の
未
然
形

 
 
 
 
で
、
日
本
語
の
「
見
る
」
を
意
味
す
る
語
の
活
用
が
「
ら
」
行
四
段

 
 
 
 
活
用
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

 
 
天
ニ
マ
デ
鳴
り
警
ク
 
（
大
主
↓
）
王
ヨ
。
 
（
夜
明
ケ
 
 
ノ
花
↓
）
朝
日
ノ
 
（
咲
キ
ワ
タ
ル
↓
）

1
2
、
天
に
と
よ
む
ハ
大
ぬ
し
 
 
あ
け
も
ど
う
の
、
は
な
の
 
 
さ
い
わ
た
り

 
 
一
面
二
輝
イ
テ
イ
ル
。
 
ア
レ
ヨ
 
見
ヨ
。
 
 
 
 
美
シ
イ
コ
ト
 
ヨ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
）
一

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
れ
よ
、
み
れ
よ
 
 
き
よ
ら
や
よ
〔
第
七
（
三
五
）
〕
、

 
（
注
）
 
「
見
る
」
を
意
味
す
る
語
の
命
令
形
で
、
日
本
語
の
「
見
る
」
を
意

 
 
 
 
嘱
す
る
語
の
活
用
が
「
ら
」
行
四
段
活
用
の
よ
う
だ
っ
た
こ
と
を
推

 
 
 
 
測
さ
せ
る
。

 
 
お
や
の
ろ
 
キ
コ
西
大
口
ミ
ガ
 
 
 
天
カ
ラ
降
り
 
テ
 
オ
モ
ロ
ニ
合
ワ
セ
テ
歌
舞
シ
給
ウ
ノ
デ
・
 
神
デ

 
 
親
祝
女

1
3
、
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
ぎ
や
 
 
お
れ
て
、
あ
す
び
よ
わ
れ
ば
 
 
か
み

 
 
ア
ル
累
日
様
ガ
 
 
 
守
り
 
 
 
 
給
ウ
 
 
 
 
（
領
主
ヲ
治
メ
ル
モ
ノ
↓
）
王
ヲ
。

 
 
て
だ
の
、
 
ま
ぶ
り
、
よ
わ
る
 
 
あ
ん
じ
、
お
そ
い
〔
第
一
（
二
）
〉

 
 
オ
ク
ラ
ツ
（
人
名
）
ガ
 
船
ヲ
走
ラ
セ
ヨ
。
 
 
（
作
ル
↓
）
立
派
ナ
 
ス
グ
レ
宝
船
ヲ
 
 
浮
カ
ベ
ル
ダ
ロ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
）

1
4
、
お
く
ら
つ
が
、
ふ
な
や
れ
 
 
げ
ら
い
、
ま
さ
り
と
み
 
 
お
し
う
け

沖
縄
語
に
お
け
る
「
語
の
活
用
」

 
 
ウ
ナ
ラ
バ
 
 
 
島
ヨ
 
．
 
（
二
心
セ
ヨ
↓
）
見
守
ゾ
給
工
。

 
 
引
は
 
し
ま
よ
、
ふ
さ
よ
わ
れ
〔
第
十
三
（
三
）
〕

 
（
注
）
 
「
お
し
う
け
る
」
を
意
味
す
る
未
然
形
で
「
ら
」
行
四
段
活
用
の
よ

 
 
 
 
う
な
活
用
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

 
 
ホ
コ
リ
 
 
 
コ
ロ
カ
マ
（
人
名
）
 
ガ
 
 
 
シ
マ
ト
ツ
ケ
（
船
名
）
 
ヲ
 
 
 
作
ツ
タ
。

1
5
、
ほ
こ
り
、
こ
ろ
か
ま
が
 
し
ま
と
つ
け
、
か
ら
へ
て

（
注
）
出
掛
ケ
ル
ダ
。
ウ
（
数
↓
）
ダ
ビ
。
（
袖
ヲ
タ
レ
ー
ア
↓
）
帆
ヲ
カ
乞
ア
帆
ヲ
張
ッ
．
ア
走
．
フ
セ
ヨ
．

 
 
い
で
ら
か
ず
 
そ
で
た
れ
て
、
は
り
や
せ
〔
第

 
 
十
三
（
第
十
三
百
三
三
）
〕

 
（
注
）
 
日
本
語
の
「
い
つ
（
出
づ
）
」
を
意
味
す
る
語
を
「
ら
」
行
四
段
活

 
 
 
 
用
の
よ
う
に
活
用
さ
せ
た
、
未
然
形
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
）
神
。
天
降
，
サ
レ
ル
ダ
。
ウ
タ
ビ
．
（
守
ル
ダ
。
ウ
↓
）
守
り
下
サ
イ
．
神
。
口
遊
ス
ル
ダ
ロ
ウ
タ
ビ
。

1
6
、
お
 
れ
 
ら
 
か
 
ず
 
 
 
ま
 
ぶ
 
ら
 
 
 
あ
す
ば
か
。
ず
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
争

 
 
（
愛
撫
ス
ル
ダ
ロ
ウ
↓
）
愛
撫
シ
テ
下
サ
イ
。

（
注
）

 
 
か
い
な
で
ら
〔
第
二
十
（
四
四
）
〕

 
（
注
）
 
「
ら
」
行
四
段
活
用
の
よ
う
に
活
用
し
た
語
の
未
然
形
と
考
え
ら
れ

 
 
 
 
る
。

 
 
宜
野
湾
 
 
 
ノ
 
 
 
（
土
日
様
↓
）
祝
女
ガ
 
 
 
 
 
 
ヨ
ホ
シ
 
 
 
嶺
ニ
 
 
イ
マ
ス
 
 
ノ
デ

ー
7
、
ぎ
の
わ
ん
の
、
・
 
て
だ
の
 
 
 
 
よ
ほ
し
、
み
ね
、
ち
よ
わ
ち
へ

 
 
大
田
（
地
名
）
 
（
へ
↓
）
向
ヵ
ツ
テ
 
見
テ
オ
リ
マ
ス
ト
 
 
 
 
稲
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
寄
り
 
 
ナ
ビ

 
 
大
た
、
か
ち
、
み
よ
れ
は
 
し
ろ
ち
や
ね
の
 
よ
り
な
び

 
 
ク
ノ
ガ
 
美
シ
イ
コ
ト
包
。

 
 
d
、
 
き
よ
ら
や
〔
第
＋
五
（
五
二
）
〕
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親
祝
女
キ
コ
エ
大
ギ
ミ
ヨ
。
 
 
 
 
コ
 
ノ
 
国
 
ヲ
 
 
 
 
 
治
メ
ル
 
 
 
 
（
領
主
ヲ
治
メ
ル

ー
8
、
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
ぎ
や
 
 
ぢ
や
く
に
や
、
世
、
そ
ゑ
る
 
 
あ
ん
じ
お
そ

 
 
者
↓
）
王
ノ
名
ヲ
ト
ド
ロ
カ
セ
。

 
 
い
し
ょ
、
と
よ
め
〔
第
一
（
三
三
）
〕

 
 
親
祝
女
ナ
オ
ヂ
キ
ヨ
 
ガ
 
 
 
首
里
（
へ
↓
）
向
カ
ツ
テ
 
来
ル
 
ノ
デ
 
 

（
島
↓
）
国
 
 
広
ク

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
）
1

1
9
、
な
お
ち
、
き
よ
が
 
 
し
ょ
り
か
ち
、
 
く
れ
ば
 
 
し
ま
、
ひ
ろ
く
、

 
 
国
 
 
広
ク
 
 
 
 
支
配
シ
マ
セ
。

 
 
く
に
ひ
ろ
く
 
 
ち
よ
わ
れ
〔
第
五
（
五
五
）
〕

 
（
注
）
 
引
用
の
「
お
も
ろ
は
、
行
分
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
二
字

 
 
 
 
あ
け
た
所
の
次
を
行
の
始
ま
り
と
す
る
。
原
文
の
右
側
に
大
体
の
意

 
 
 
 
味
を
付
け
た
が
、
不
明
な
も
の
も
あ
る
。
ご
教
示
を
乞
う
位

 
 
 
 
連
用
形
・
巳
然
形
影
は
仮
定
形
は
、
下
略
形
即
ち
語
幹
を
用
い
る
こ

 
 
 
 
と
が
、
普
通
で
あ
る
。

 
以
上
の
用
例
に
よ
っ
て
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
の
初
め
頃
ま
で
は
、

語
の
活
用
も
日
本
語
の
活
用
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
ヶ
で
あ
る
が
、

段
活
用
に
属
す
る
語
に
当
る
語
の
活
用
は
、
一
段
化
の
段
階
で
「
ら
」
行
四
段

活
用
に
似
た
活
用
形
式
を
取
る
傾
向
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

・
形
容
詞
・
．
形
容
動
詞
に
属
す
る
語
に
当
る
語
の
活
用
形
を
、
 
「
お
も
ろ
」
か

ら
拾
う
ど
、

1
、
あ
よ
、
ち
よ
く
、
げ
に
、
あ
れ
〔
前
出
〕

 
ユ
ダ
イ
キ
ヨ
（
人
名
）
ガ
 
神
歌
ハ
立
派
ダ
。
 
 
 
英
祖
王
 
 
 
子
孫
ノ
 
 
（
オ
日
様
↓
）
王
ノ

2
、
ゆ
だ
い
き
よ
が
、
お
も
ろ
 
ゑ
そ
に
．
や
、
す
へ
、
て
だ
が
、

 
 
（
内
↓
）
御
殿
内
デ
 
 
国
 

広
ク
 
 
在
位
 
 
長
ク
 
 
 
 
 
イ
マ
セ
。

 
 
 
う
ち
 
 
世
、
ひ
ろ
く
世
、
な
が
く
、
ち
よ
わ
れ
〔
第
五
（
一
四
）
〕

3
、
天
に
と
よ
む
、
大
ぬ
し
 
 
あ
け
も
ど
う
の
、
は
な
の
 
 
さ
い
わ
た
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
）

 
 
 
 
あ
れ
よ
、
み
れ
よ
 
 
き
よ
ら
や
よ
〔
前
出
〕
㌧

 
（
注
）
 
形
容
詞
に
属
す
る
語
の
語
幹
と
考
え
ら
れ
る
。

4
、
中
ぐ
す
く
、
よ
し
の
う
ら
 
 
よ
し
の
う
ら
の
、
め
づ
ら
し
や
 
 
け
よ

 
 
か
ら
、
し
ば
ソ
＼
、
み
ら
に
〔
前
出
〕

 
 
 
兄
 
 
 
 

大
里
 
ガ
 
．
 
 
 
揖
ヲ
 
 
 
取
ツ
タ
 
 
（
細
田
サ
↓
）
立
派
サ
ヨ
。

5
、
す
ざ
べ
、
大
ざ
と
が
 
 
か
ち
、
と
た
る
、
こ
ま
か
さ
よ
。

 
 
大
君
（
祝
女
名
）
二
 
 
（
真
）
南
風
ヲ
 
乞
ウ
テ
 
 
帆
ヲ
張
ロ
ウ
ヨ
。

 
 
大
ぎ
み
に
 
 
ま
は
へ
、
こ
う
て
、
は
り
や
に
〔
第
．
十
三
（
五
）
〕

6
、
ぢ
や
な
も
い
が
、
ぢ
や
な
、
う
へ
ば
る
、
の
ぼ
て
け
や
げ
た
る
、
つ
よ
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
）
。
。

 
 
 
 
つ
よ
か
ら
ど
 
か
ば
し
や
 
あ
る
〔
前
出
〕

 
（
注
）
 
「
～
し
や
」
に
「
あ
る
」
を
付
け
た
用
例
は
、
 
「
お
も
ろ
」
約
千
百

 
 
 
 
五
十
首
の
中
に
一
つ
あ
る
。

 
 
ア
カ
 
 
ワ
リ
（
人
名
）
ガ
 
 
神
歌
ハ
立
派
ダ
。
 
 
 
（
ロ
↓
）
予
雷
ハ
 
 
（
ス
グ
レ
テ
イ
ル
コ
ト
↓
）

7
、
あ
か
、
わ
り
ぎ
や
、
、
 
お
も
ろ
」
 
く
ち
、
 
 
ま
さ
し
や
、

 
 
ヨ
ク
当
ル
コ
ト
 
 
ア
ル
 
ヨ
。
・
．
 
 
・
千
年
 
 
 
 
オ
ガ
ミ
 
 
 
 
 
運
キ
オ
ル
ダ
ロ
ウ
。

 
 
 
 
 
（
注
）
o

 
 
 
 
 
 
 
あ
も
の
 
 
と
も
㌧
と
、
お
が
で
 
 
か
が
、
お
ら
に
〔
第

 
 
五
（
四
二
）
〕

 
（
注
）
 
「
あ
」
は
6
の
「
あ
る
」
の
下
略
形
と
考
え
ら
れ
る
。

（ 158 ）



 
 
親
祝
女
キ
コ
エ
大
粟
ミ
 
ガ
 
 
 
 
今
日
降
ラ
ス
 
 
 
 
 
雨
 
ハ
、
 
 
 
京
 
 
ノ

8
、
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
ぎ
や
 
 
け
よ
ふ
ら
す
、
あ
め
や
 
 
き
や
の
、

 
 
内
宮
（
首
里
城
内
山
ア
ル
）
二
 
 
黄
金
ト
ナ
ツ
テ
 
降
 
 
 
 
満
チ
ヨ
。
 
 
 
名
声
ノ
高
イ
セ
ダ
カ

 
 
う
ち
み
や
に
 
 
 
こ
が
ね
、
ふ
り
 
 
み
ち
へ
て
・
と
よ
む
せ
だ
か

 
 
コ
 
ガ
：
：
：
。
 
今
日
ノ
ヨ
イ
日
二
・
：
：
・
。
 
 
今
日
ノ
コ
ノ
ヨ
ウ
 
ナ
 
日
二
…
…
。

 
 
こ
が
 
け
お
の
よ
か
る
ひ
に
 
 
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に
 
〔
第
一
（
』

 
 
九
）
、
〕

 
（
注
）
 
…
…
…
の
所
は
、
「
き
や
の
…
…
み
ち
へ
」
を
繰
り
返
す
も
の
と
考

 
 
 
 
え
ら
れ
る
。

 
 
貴
イ
 
 
ク
ニ
ナ
オ
リ
（
職
名
）
ガ
 
 
入
ツ
テ
 
 
水
ヲ
乞
ウ
ト
、
 
 
水
 
ハ
 
 
ナ
イ
。

9
、
き
こ
ゑ
、
く
に
な
お
り
 
 
い
り
て
、
み
つ
こ
ゑ
は
、
み
つ
な
き
や
ん
、

 
 
（
真
）
酒
ヲ
出
ス
（
一
具
）
国
ダ
。

 
 
ま
み
き
 
 
い
ぢ
や
す
、
ま
く
に
〔
第
十
四
（
六
二
）
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
竃
・
隊
・
海
賊
 
ノ
 
来
タ
コ
ト
ハ

ー
0
、
…
…
…
む
か
し
か
ら
 
 
い
く
さ
か
ち
よ
く
の
 
 
き
ち
や
る
こ
と
は

 
 
ナ
イ
．
 
モ
ノ
デ
ア
ル
 
ガ
、
 
 
 
王
ノ
御
紹
 

ハ
 
 
 
国
 
ノ
 
用
 
事
 
ノ
 
タ
メ
ニ
・

 
 
な
き
や
も
の
や
れ
ど
も
、
御
世
の
御
さ
う
せ
 
国
の
よ
う
じ
の
た
め
に
、

 
 
サ
ア
 
 
 
ト
テ
 
 
大
事
ナ
コ
ト
ガ
 
 
 
ア
ル
ダ
ロ
ウ
時
ハ
…
…
…
。

 
 
い
さ
や
て
㌧
 
 
い
よ
こ
と
の
あ
ら
時
や
、
…
…
。

 
 
 
 
 
 
 
ぐ
す
く

 
〔
や
ら
ざ
も
り
城
碑
文
、
十
六
世
紀
の
半
ば
尚
清
王
が
倭
冠
を
防
ぐ
た
め

 
砲
台
を
築
い
た
時
に
建
て
た
碑
。
〕

 
（
注
）
 
濁
音
を
清
音
で
写
し
た
所
も
あ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
～
く
」
、
「
～
さ
」
、
「
～
し
ゃ
」
、
語
幹
が
多
く
用

沖
縄
語
に
お
け
る
「
語
の
活
用
」

い
ら
れ
て
い
る
。
文
の
終
止
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
「
～
さ
」
，
、
「
～
し
ゃ
」

の
形
が
普
通
で
、
そ
の
外
に
語
幹
に
感
動
の
助
詞
を
付
け
て
用
い
ら
れ
る
。

 
日
本
語
で
は
、
「
～
さ
」
の
形
を
名
詞
形
と
し
て
、
又
形
容
詞
の
終
止
形
と

し
て
、
語
幹
を
終
止
形
、
連
体
形
と
し
て
用
い
る
。
・

 
6
・
7
の
用
例
が
、
 
「
～
さ
」
・
「
～
し
ゃ
」
の
形
の
名
詞
に
「
存
在
」
を

表
わ
す
「
あ
ん
」
幽
の
連
体
形
「
あ
る
し
或
は
連
用
形
「
あ
り
」
の
下
略
形
（
語

幹
）
 
「
あ
」
を
付
け
た
形
を
取
っ
て
い
る
が
、
一
こ
の
よ
う
な
用
例
は
稀
で
あ

る
が
一
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
融
合
し
て
噌
語
と
な
り
、
「
～
さ
」
「
～
し
ゃ

」
を
語
幹
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
が
一
語

と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

し
か
し
、
「
お
も
ろ
」
の
第
三
回
目
の
結
集
が
6
2
年
で
あ
る
こ
と
、
十
六
世
紀
．

初
め
頃
の
琉
球
口
語
を
写
し
た
「
語
音
翻
繹
」
の
例
な
ど
か
ら
考
え
て
、
十
六

世
紀
半
ば
頃
か
ら
後
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
8
の
「
よ
か
る
」
は
、
．
九
州
方
言
の
「
よ
か
」
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
九
州
方
言
の
「
よ
か
」
・
「
な
か
（
無
い
）
」
は
、
終
止
形
・
連
体
形
に

用
い
ら
れ
る
。

 
「
お
も
ろ
」
の
「
よ
か
る
ひ
」
の
「
よ
か
る
」
、
「
語
音
部
課
」
の
「
ゆ
か

さ
キ
（
清
酒
）
」
の
「
ゆ
か
」
は
共
に
連
体
形
で
あ
り
、
9
の
「
な
き
や
ん
」

は
終
止
形
、
1
0
の
「
な
き
や
も
の
」
の
「
な
き
や
」
は
連
体
形
で
あ
る
。
こ
こ
、

で
、
終
止
形
の
活
用
語
尾
「
～
ん
」
、
は
連
体
形
の
活
用
語
尾
「
～
る
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
「

 
伊
波
普
猷
氏
に
よ
」
れ
ば
、

 
〈
「
な
き
や
ん
」
は
、
九
州
方
言
の
「
な
か
」
の
転
誰
し
泥
も
の
に
、
否
定
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辞
「
ん
」
の
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
の
は
、
金
石
文
中
に
も
見
出
さ

れ
る
。
嘉
靖
二
十
三
年
に
建
て
ら
れ
た
、
や
ら
ぎ
も
り
城
の
倭
冠
碑
中
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海
 
 
賊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、

「
む
か
し
か
ら
 
い
く
さ
か
ち
よ
く
の
き
ち
や
る
こ
と
は
な
き
や
も
の
や
れ
ど

も
云
々
」
と
見
え
て
み
る
が
…
…
「
な
き
や
も
の
」
は
「
な
か
も
の
」
の
転
誰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
も
の
で
あ
る
。
〉
〔
「
南
島
方
言
漏
穴
」
3
参
照
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P

 
九
州
方
言
で
、
「
な
か
も
の
」
と
は
言
う
が
、
「
な
か
」
は
連
体
形
で
あ
っ

て
、
未
然
形
に
用
い
る
こ
と
は
な
い
。

 
又
、
同
氏
の
「
よ
か
る
日
」
の
「
よ
か
る
」
の
活
用
語
尾
に
つ
い
て
の
説
明

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
又
、
「
な
き
や
ん
」
の
終
止
形
、
「
よ
か
る
」
の
連
体
形
の
用
例
し
か
見
当

ら
ず
、
又
「
な
か
」
、
「
よ
か
↓
ゆ
か
」
の
連
体
形
の
用
法
が
あ
る
。

 
そ
う
す
る
と
、
 
「
な
き
や
ん
」
 
「
よ
か
る
」
は
、
琉
球
が
、
そ
の
言
語
意
識

に
基
付
い
て
、
更
に
終
止
形
活
用
語
尾
・
連
体
形
活
用
語
尾
を
付
け
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

⇔
 
以
上
、
日
本
語
の
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
属
す
る
語
に
当
る
語
の

活
用
が
、
沖
縄
語
で
大
体
に
お
い
て
沖
縄
語
四
段
活
用
形
式
（
a
i
u
n
）
に

統
制
さ
れ
た
こ
と
を
直
視
的
に
見
て
来
た
。
先
ず
、
沖
縄
語
圏
諸
島
語
の
地
方

的
言
語
事
実
の
分
布
に
解
釈
を
施
す
と
共
に
、
恵
ま
れ
な
い
、
硫
球
語
資
料
の

中
の
「
語
音
翻
繹
（
十
六
世
紀
の
琉
球
口
語
の
見
本
、
外
国
人
の
採
録
し
た
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
ン
モ
ン

の
の
な
か
で
、
比
較
的
に
音
声
変
化
の
少
な
い
諺
文
で
写
さ
れ
て
い
る
。
）
」

や
「
お
も
ろ
さ
う
し
（
西
暦
十
二
・
三
世
紀
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ

う
。
）
」
に
よ
っ
て
、
琉
球
語
の
状
態
を
見
た
。

 
今
、
こ
の
琉
球
語
か
ら
、
現
在
の
沖
縄
語
に
至
っ
た
過
程
を
推
測
し
よ
う
。

十
六
世
紀
初
め
頃
ま
で
は
動
詞
に
属
す
る
語
の
活
用
は
、
現
在
の
宮
古
本
土
方

言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
語
と
同
じ
く
四
段
活
用
・
変
格
活
用
・
一
段
活

用
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
た
が
、
 
「
さ
」
行
変
格
活
用
や
上
・
下
一
段
（
下

甑
段
は
、
後
に
e
↓
i
の
変
化
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
）
活
用
に
属
す
る
語

に
当
る
語
の
活
用
が
「
お
も
ろ
」
の
用
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
ら
」
行
四
段

化
の
傾
向
を
生
じ
、
奄
美
大
島
本
島
語
の
活
用
形
式
の
段
階
を
経
て
、
沖
縄
語

四
段
活
用
形
式
に
統
制
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
し
か
し
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
属
す
る
語
の
活
用
は
、
後
れ
て
沖
縄
語
四

段
活
用
形
式
を
取
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
現
在
、
沖
縄
語
圏
で
も
、
沖
縄
語
の
終
止
形
活
用
語
尾
「
～
ん
」
、
連
体
形

活
用
語
尾
「
～
る
」
に
対
し
て
、
奄
美
大
島
諸
島
語
の
多
く
は
終
止
形
活
用
語

尾
「
～
り
」
、
連
体
形
活
用
語
尾
「
～
ん
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
沖
縄
本
島
に

近
い
沖
永
良
部
島
語
で
は
、
終
止
形
活
用
語
尾
、
連
体
形
活
用
語
尾
は
沖
縄
語

と
同
じ
で
あ
る
。
沖
縄
語
と
奄
美
大
島
諸
島
語
に
お
け
る
、
こ
の
相
違
は
、
政

治
行
政
的
な
事
の
外
に
、
九
州
と
琉
球
王
国
支
配
の
沖
縄
諸
島
と
の
間
に
介
在

し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
宮
古
群
島
の
語
の
活
用
と
考
え

合
わ
せ
て
、
琉
球
語
の
残
存
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

 
な
お
、
沖
縄
語
の
終
止
形
活
尾
「
～
ん
」
が
、
前
段
階
に
お
い
て
「
～
む
」

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
「
あ
る
」
を
意
味
す
る
語
の
疑
問
形
「
あ
り
い

み
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
語
音
翻
課
」
の
用

例
の
よ
う
に
、
十
六
世
紀
初
め
頃
は
「
あ
り
」
で
あ
っ
た
。

 
こ
こ
に
、
終
止
形
活
用
語
尾
「
～
り
」
か
ら
「
～
む
」
へ
の
転
誰
を
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
困
難
で
あ
る
が
、
金
田
＝
尽
助
氏

の
日
本
語
に
お
け
る
「
擾
音
と
母
音
と
の
相
通
」
は
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
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る
。

 
〈
国
語
の
「
う
」
は
唇
の
つ
ま
み
が
な
く
、
舌
の
上
り
も
几
帳
面
で
な
い
も

 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
ヨ
ノ
 
 
 
 
コ

の
だ
か
ら
、
n
で
も
m
で
も
0
で
も
、
鼻
へ
の
道
を
塞
げ
ば
、
ぢ
き
に
そ
れ
に

 
 
 
 
 
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成
れ
る
か
ら
で
、
「
無
か
ら
ん
無
か
ら
ん
」
な
ど
を
吟
詠
す
る
の
を
聞
い
て
い

る
と
、
声
を
長
め
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
「
ん
」
の
末
が
お
の
ず
か
ら
「
う
」
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
「
う
」
と
「
ん
」
と
の
交
替
の
可
能
が
、
そ
う
い

う
所
に
も
頷
け
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
相
近
く
し
て
容
易
に
交
替
す
る
音

だ
と
言
ふ
こ
と
は
言
へ
よ
う
。
V
〔
金
田
一
京
助
著
「
増
補
国
語
音
韻
論
」
昭

 
 
 
 
 
 
 
 
2
7

和
＋
年
刀
江
圭
．
諺
函
参
照
〕

 
沖
縄
語
圏
で
は
、
語
間
の
「
ら
」
行
音
の
子
音
r
の
脱
落
は
有
力
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
活
用
語
尾
「
～
．
n
」
、
 
「
～
皿
」
の
r
の
脱
落
、
「
擾
音
と
母

音
と
の
相
通
」
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

 
 

 
7
1
年
の
「
混
効
験
集
「
（
一
名
内
裏
言
葉
）
」
の
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
語

を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
王
府
に
三
代
に
亘
っ
て
仕
え
た
女
官
に

た
だ「

質
し
な
が
ら
収
録
さ
れ
た
と
言
う
か
ら
、
十
六
世
紀
に
は
相
当
な
言
語
変
化
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
琉
球
史
に
よ
れ
ば
、
尚
巴
志
は
4
2
年
三
王
国
（
三
山
）
を
統
一
し
、
明
国
並

び
に
室
町
幕
府
と
の
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
。
し
か
し
中
央
集
権
が
確
立
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ソ

の
は
尚
真
昼
の
4
7
年
で
あ
る
。
そ
し
て
5
8
年
尚
寧
王
の
時
代
に
島
津
氏
に
征
服

さ
れ
て
い
る
。

 
「
お
も
ろ
」
に
も
、
京
・
鎌
倉
が
歌
わ
れ
て
い
る
位
で
あ
る
か
ら
、
十
五
世

紀
中
頃
か
ら
日
・
琉
交
通
も
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
も
と
も
と
同
源
で

あ
る
琉
球
語
へ
の
日
本
語
の
影
響
も
相
当
あ
り
、
又
地
理
的
関
係
か
ら
、
又
島

沖
縄
語
に
お
け
る
「
語
の
活
用
」

津
氏
ど
の
関
係
か
ら
、
九
州
方
言
の
影
響
も
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
し
か
し
、
沖
縄
語
に
お
け
る
「
語
の
活
用
」
の
一
元
化
傾
向
は
、
琉
球
王
国

を
中
心
と
し
て
の
政
治
・
文
化
圏
の
確
立
に
基
付
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
コ

 
従
っ
て
、
相
当
な
言
語
変
化
は
、
琉
球
王
国
に
お
い
て
中
央
集
権
の
確
立
し

た
十
五
世
紀
末
か
十
六
世
紀
初
め
頃
に
始
ま
り
、
現
在
の
姿
に
近
付
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

 
本
論
は
、
左
記
の
著
書
所
載
の
資
料
に
負
う
所
多
大
で
あ
る
。
こ
こ
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
。
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